
‘０７１０大地沢練習会（１４４MHz）

での私の判断と行動

２００７年10月8日（月）

於 大地沢

安島 巧



初めに

このドキュメントは、ＡＲＤＦ競技に参加したと
きに、私がどういう場面でどういう判断をしたか
を記憶を頼りに記録したものです。
従って、「こうすべき」という正解を記載したも
のではありません。
ＡＲＤＦに参加した一競技者の話として、主に
初心者の皆さんの役に立てられればと思って
作成いたしました。



あなたならどう攻めますか？

◇この地域は反射が
多い
◇小倉さんの練習会
用セッティング

ということで、かなり
面白くなることが予想
された練習会でした。



①「スタート地点にて地図読み」
地形的に反射が多い場所。
心してかからねばならない。
山は３つ。
スタート後は高度を維持して
複数の場所で方探するために
青のコース取りを考える。



②「スタート直後」
各TXを聞いて、予定通り尾根道を東に

いけるか判断。
高いところなので、方位はほぼ正しいは
ず。みんな上のほうで心配になるが、
弱いけれどもTX5が東方なので、一安心。
TX5へ向かう
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③「東へ向かう」
途中で金重さん、高橋さんに抜かれる。
TX5は強弱が激しい。これは山陰にある

証拠。確かにこの付近の地形は複雑。
しかしピークの強度は次第に上がり至近
距離に来ていることは確か。
方位は良くわからない。



③その２「TX5」
定石に従って、高いところへ登り、TX5が

鳴くのを待つ。難なくゲット
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④「山を下りる」
TX5から離れた直後、また高橋さんに抜
けれる。最も強いTX4は対向する山の中

のようだ。
ここでTX2に注意していなかったのが大

失敗。
車道（山・電線に近い）に出る直前の広
いところ(山･電線から離れる）でTX4が鳴

くのを待つ。右へ行くか左へ行くかの判
断をするためだ。高橋さんも同じことを考
えており既にそこにいた。
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⑤「谷間を行く」
左だ！。高橋さんがダッシュするが、当
然ついていけない。右の尾根へ出る道を
探しながら、谷の道を西へと進む。
TX4が鳴く。あの斜面だ。

高橋さんは斜面を尾根道方向へ登って
いく。私は山道を進む。

５

TX４



⑥「TX4」
TX4が鳴く。難なくゲット。高橋さんは尾

根の方から下ってきた。高橋さんはもう
少し西側を登っていたらとっくにゲットで
きていたはずなのに。
たまたま行動パターンが似ている私が近
くにいて申し訳ない。
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⑦「作戦立て直し」
尾根道に出て、西へ向かう。ここで、TX2

の位置を把握していたならば、東に向
かったはずである。（失敗）
まもなく高橋さんにまた抜かれ、高橋さん
は北へ向かった。
私はあえて北へ行かず更に西の高台に
登り、後半の作戦を練る。
TX1、３は北の山。TX2は高橋さんが向

かった方角。
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⑧「がけのヤブこぎ」
道が道でなくなってくるとともに、TX2が

強くなる。「直ぐ真下の谷？」
そんなこんなで、何度もひっくり返りそう
になりながら、急な崖かつヤブを斜めに
下りる。「ヒェー」
下りてみるとそこは無電波地帯。
ここは谷なので、方探もお休み。とにかく
平地へと向かう。
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⑨「車道に出る」
車道に出た。高橋さんが南東に向かって
走っているのが見える、なぜ？？
私は北へ向かう。
百ｍほど進んだところで、TX2がバックに

でる。「やられた！」
Uターンする。
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⑩「法政大学前」
途中で金重さんとすれ違う。金重さんは
既に３つゲットしているとのこと。さすがだ。
法政大学前に到達する。TX2が綺麗に

聞こえる。反射が全くない。
ということは、方位は正しい。あの前方の
山だ。
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⑪「TX２」
山腹でTX2が鳴く。難なくゲット。
TX4から直接きていたら近かったのに。
TX5から４にかけて、TX2に注意を払っ

ていなかったのが敗因。
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⑫「上の谷」
北上する。途中で例によって高橋さんに
抜かれる。
上の谷に到着。TX1、３は思ったほど北

方向に出ない。しかし、ここは谷なので、
慎重に行かないといけない。
TX1は谷方向なのでそれほど間違って
はいないだろう。（実はTX3は完全に反

射波を拾っていた）
近くの高台を地図上で探す。TX
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⑬「高台へ」
高台を探して登る。TX3が極めて強い。

（ここで失敗だったのが、中途半端な高さ
であったこと。しっかりと上まで登ってい
ればよかった。上まで登っていれば、
TX1へ向かったのに…）
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⑭「TX3を通り過ぎる」
交差点付近でTX3が鳴く。これは緑エリ
アだ。帰りに拾うことにしてTX1へ向かう。
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⑮「谷戸の入り口」
TX1は緑の谷戸にあると推定して向かう。

間違っていた場合に備えて、谷戸の入り
口で止まり、TX1が鳴くのを待つ。

「なんてこった。上だ。」
「谷戸に入っていかなくて本当によかっ
た」
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⑯「TX1」

尾根道に登る。先ほどきちんと高台に上
がっていれば、なんてことなかったのに。
難なくTX1ゲット。
さぁ、最後はTX3を取って帰ろう。
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⑰「TX３間近」
さきほど目星をつけた場所に行き、TX3

を待つ。鳴いた。直ぐそこだ。
でもない。うそ？
見上げると山。でも登れない。
「ドヒャー」
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⑱「TX３間近２」

山道部分で三村さんとすれ違う。
山の西側に入り込むようにヤブこぎをし
ていく。ふと見ると上のほうで山上さんが
ヤブこぎをしていた。
TX3が鳴いた。
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⑲「TX３」

上だ。登っていくと、山上さんが先に到着
していた。
ヤブこぎ（このルートは登りルーとに比べ
て格段に通りやすかった）して山道まで
下った。山道を下る時、高橋さんとすれ
違った。
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⑳「ゴール」
２２％の心臓破りの坂を上ってゴール。な
んと清水さんと高校生１名が１時間２０分
でゴールしていた。私と約１時間差。
それにしても、高橋さんと一緒になる機
会がなんと多い練習会だったか。
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